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窒素酸化物（NOx）及び硫黄酸化物（SOx）は，環境中で種々の化学形態をとりながら循環を繰り返していると考えられ，その動態把握は環境・健康科学的に極めて重要である。大気中へのNOx及びSOxの排出量は，最近になって自動車NOx法等による規制や触媒化学の進歩により，横這い状態といわれている。国や地方自治体は常時監視局を設置し，NOx，SOx等の測定を行っているが，大型装置による定点測定であることから，汚染状況を十分に把握することは困難である。例えば交通量の多い道路周辺では環境基準を超えることもあり，気象条件によっては広域拡散し，間接的に人体の健康に及ぼす影響が懸念される。また近年，地球規模の問題として注目されている酸性雨は，その主な原因物質が硝酸と硫酸であり，それらの前駆物質はNOxとSOxである。したがって，これら酸化物の動態を把握するためには大気だけでなく，河川，池水等の水圏におけるNOx，SOx濃度の監視も必要である。

近年，これらの環境汚染物質を任意の場所を選んでサンプリングすることができる拡散型サンプラー，いわゆるパッシブサンプラーが考案された[1,2]。二酸化窒素（NO2）の個人被ばく（曝）量測定等に利用できるバッジ型のサンプラーも市販されているが，一酸化窒素（NO）とNO2とを同時に測定できるようには設計されていない。平野らは，このサンプラーを改良し，NOとNO2[3]及び二酸化硫黄（SO2）[4,5]を同時に捕集できるパッシブサンプラーを開発した。サンプリング後の濃度測定は，NOxの場合バッチマニュアル式の吸光光度法で行われているが，捕集ろ紙からのNO2–抽出液には未反応のPTIO（2-フェニル-4,4,5,5-テトラメチルイミダゾリン-3-オキシド-1-オキシル）が残留しており，これが測定精度の低下を招いていた。一方，SO2の測定にはイオンクロマトグラフィーが用いられているが，
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